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線 市 町 地　先

施 工 場 所

川 郡 村 地　内

施 工 方 法

自

施 工 期 間

至

自

延期・中止

至

住 所

名 称

老朽管更新工事設計

φ150mm L=1,898ｍ

設 計 概 要 φ100mm以下 L=860ｍ 計2,758ｍ 6工区

水管橋設計 添架形式 L=32ｍ

起 工 理 由

費　　　用

起 工 額
請 負 に 付 す る 額
又 は 請 負 額

工 事 価 格
測量試験費 又は
工 事 雑 費

用地及び補償費

消 費 税 相 当 額

請 負 決 定 額

東茨城 城里 大字

請負 直営 用地 委託 起工年月日 令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日　から

日間 完成年月日 令和　　年　　月　　日

令和　8年　3月　9日　まで

令和　　年　　月　　日　から

日間 履 行 期 限 令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日　まで

起　　　　　工 第 １ 回 変 更 第 ２ 回 変 更 増　　△　　減

起 工 時 の 請 負 決 定 額

起 工 時 の 請 負 に 対 す る 額

変 更 積 算 工 事 価 格 請　負　比　率 変 更 工 事 価 格

請　負　人

変更工事価格算定基準変更積算額＝変更積算工事価格×請負比率 （ ）

× ＝



費 目 工 種 種 別 細 別 単 位 数 量 単 価 金 額
二次製品及び
算 出 基 礎

摘 要

業 務 原 価 業務           1.0 代 価 表 第 1 号 参 照

直 接

人 件 費

式           1.0 代 価 表 第 2 号 参 照

φ150mm L=1,898ｍ

φ100mm以下 L=860ｍ

式           1.0 代 価 表 第 3 号 参 照

式           1.0 代 価 表 第 4 号 参 照

L=32ｍ

直 接 経 費

代 価 表 第 5 号 参 照

式           1.0 

％          0.63 

間 接 原 価

式           1.0                 35 

式           1.0 

式           1.0                 35 

％          10.0 

設　　計　　協　　議

老朽管更新工事設計

水管橋設計 　現地調査

水管橋設計 　添架形式

直接人件費計

電子成果品作成費

交通費

直接経費計

その他原価

業務原価計

一般管理費等

合　　　計

消費税相当額

合　　　計



第　1　号

1 業 務 　当 一 位 代 価 表

作 業 項 目 主任技術者 技 師 長 主 任 技 師 技 師 ( Ａ ) 技 師 ( Ｂ ) 技 師 ( Ｃ ) 技 術 員 計 備 考

設 計 協 議 　6回

計(人)

基準日額(円)

金額(円)

第　2　号

1.0Km 　当 一 位 代 価 表

作 業 項 目 主任技術者 技 師 長 主 任 技 師 技 師 ( Ａ ) 技 師 ( Ｂ ) 技 師 ( Ｃ ) 技 術 員 計 備 考

現 地 調 査

図 面 作 成

数 量 計 算

審 査

計(人)

基準日額(円)

金額(円)
補正率

実施設計 管径 φ150mm φ100mm以下

延長 L=1,898ｍ L=860ｍ 計2,758ｍ

設計条件 地域環境 道路幅員 埋設物 土質検討 指数
郊外 標準 なし 検討不要

工事案件 6工区

仮設配管

土工事 あり

補正率

設　計　協　議

配水管設計



第　3　号

1 業 務 　当 一 位 代 価 表

作 業 項 目 主任技術者 技 師 長 主 任 技 師 技 師 ( Ａ ) 技 師 ( Ｂ ) 技 師 ( Ｃ ) 技 術 員 計 備 考

現 地 調 査

計(人)

基準日額(円)

金額(円)

第　4　号

1.0橋 　当 一 位 代 価 表

作 業 項 目 主任技術者 技 師 長 主 任 技 師 技 師 ( Ａ ) 技 師 ( Ｂ ) 技 師 ( Ｃ ) 技 術 員 計 備 考

設 計 計 画

設 計 計 算

設 計 図

数 量 計 算

照 査

計(人)

基準日額(円)

金額(円)
補正率

実施設計 橋長 32 ｍ

基本設計 なし

形式 添架形式

補正率

水管橋設計 

水管橋設計 　添架形式



第　5　号

1　式 　当 一 位 代 価 表
　

名 称 規 格 単 位 数 量 単 価 金 額 摘 要

電 子 成 果 品 作 成 費  式                  1.00 

　電子成果品作成費　　6.9ⅹ0.45　ⅹ（直接人件費）

　直接人件費

電子成果品作成費



1.目的

2.関係法規

3.秘密の保持の義務

4.一般指示事項

5.設計内容

①　実施設計書作成

設　計　協　議

老朽管更新工事設計 φ150mm L=1,898ｍ

φ100mm以下 L=860ｍ

水管橋設計 添架形式 φ150mm L=32ｍ

6.提出図書

　設計図　（CAD PDFを含む）

　設計書　（CAD PDFを含む）

　特記仕様書

　数量計算書

　その他必要な図面及び書類

※　尚、提出部数については、当町職員の指示によるものとする。

老朽管更新工事設計業務

　本仕様書により委託する設計事業は、下記の工事に関する工事設計書の作成を目的とする

もので、受託者(以下｢乙｣という)は、委託者城里町長(以下｢甲｣という)の意思を尊重し、誠実に

業務の遂行を図らなければならない.

　水道法、水道施行令、水道施行規則、関連法令、設計指針等に基づいて行わなければなら

ない.

　乙は、本業務の処理上得た秘密事項及び申請業務によって得た一切の情報を、他に漏らし

てはならない.

①　設計に当っては、現地をよく調査の上、当町職員と緊密な連絡を保ち、協議の上業務を

進行させるものとする.
②　工事設計書作成に当り、関係資料の収集は重要であるので、その整備に努め、当町より

貸与した関係資料は、業務終了後、直ちに返還するものとする.

③　本仕様書に特記なき事項は、当町係員と協議し、その指示に従うこと.

1.0業務

1.0式

1.0式

1.0式



令和７年度　城里町水道事業　老朽管更新工事実施設計業務

c

c

＜御前山地区＞　

①総延長　L=４６１ｍ
 　 口　 径　φ５０

＜北方地区＞　

②総延長　L=３２２ｍ
　 口　 径　φ１５０

c

c

c

＜上古内地区＞　

③総延長　L=４２ｍ（水管橋L=３２ｍ含む）
　 口　 径　φ１５０
　

④総延長　L=１５６６ｍ
　 口　 径　φ１５０

＜磯野地区＞　

⑤総延長　L=２４４ｍ
　 口　 径　φ７５

＜石塚地区＞

⑥総延長　L=１５５ｍ
 　口　 径　φ５０


